




Regional Patoriotism and Nationalism in SHIGA SHIGETAKA   
  












志賀重昻 SHIGA SHIGETAKA 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































究所『研究年報』第 13 号〈2000 年 12 月〉、「志賀
重昻の思想―国粋主義以降」『研究年報』第 16 号
〈2003 年 12 月〉、「日本における伝統型保守主義
はいかにして可能か―志賀重昻との関連で」上・
下『名古屋学院大学論集 社会科学篇』第 43 号・







































２（『コミュニティ政策研究』第 10 号・第 11 号、


































































































(26) 志賀「開国後の日本」（『日本人』第 11 号、1888
年 9 月 3日）15 頁 
(27)志賀「自治の精神」（『日本人』第 19 号、1989
年 1 月 3日）19 頁。 
(28)志賀「日本前途の二大党派」（『日本人』第 6












第 10 号（1889 年 9 月）にも掲載されている。こ
の団体の活動については、あきらかにできないが、




























































年 1 月 3日）19 頁。 
(60)志賀「日本生産略」四（『日本人』第 15 号、1888
年 11 月 3 日）12 頁。 
(61）志賀「開国後の日本」（『日本人』第 11 号、1888




月 15 日）１頁・４頁。 
(66）（67）無署名「岡碕の三百年祭」（『みかは』第
7号、1889 年 9 月 1日）３頁。 
(68）この点については、高木博志「「郷土愛」と「愛
国心」をつなぐもの―近代における「旧藩」の顕














































雑誌『みかは』第 1号～第 33 号（三河新聞社、1889
年 6 月～90 年 6 月、岡崎市中央図書館所蔵） 
『三河郷友会雑誌』第1号～第68号（三河郷友会、
1888 年 12 月～94 年 7 月、岡崎市中央図書館・東
京大学法学部明治新聞雑誌文庫所蔵） 
雑誌『日本人』（第 1次）第 1号～第 73 号、1888
年 4 月～1891 年 6 月、日本図書センターによる復
刻版を用いた） 
 
（原稿受理年月 2013 年 12 月 2 日） 
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